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▪ 標準団を目指すということ その８　「入隊相談の窓口は女性指導者がいいね！」

　今回は、ちょっと違った切り口で、標準団

について述べてみたいと思います。

　２３WSJ（第 23 回世界スカウトジャン

ボリー）に参加したスカウトたちは、一時

ではありますが、標準団での活動を体験しま

した。参加スカウトの乾燥を聞くと、今まで

経験したことのない標準班に戸惑ったり、面

食らったりして、初めこそなかなか馴染めず

に一歩引いていたスカウトも結構いたようで

す。しかし、１日 2 日と経つうちにほとん

どのスカウトは、標準班の中の自分の役割と

位置づけを見つけ出し、積極的に班に関わっ

て行きました。それに出遅れてしまったスカ

ウトも、班のメンバーのことが徐々に解って

くると、少しずつ距離を縮めて、大会半ばを

過ぎた頃には、初めからそこに自分の居場所

があったように班の一員として活動していま

した。

　つまり、スカウト達は目標とやるべき任務、

そして助け合える仲間、目指すべき先輩等が

いれば立派な「班」を作り上げ、そしてそれ

をみんなできちんと運営しく力を持っている

のです。それがこの 23WSJ で証明されま

した。もちろん引率指導者達の並々ならぬご

苦労の賜ではありますが。

　そんな話をしてくれたスカウトの保護者で

あり女性指導者から、相談を受けました。そ

れは、友人の知り合いのお母さんが子供をス

カウトに入れたいと近く団の連絡先に電話し

たところ、どうも話がかみ合わなくて、その

指導者が説明をされたそうです。電話の相手

は団委員長だったようです。

　この話を聞いたとき「話を聞かない男 ･ 地

図が読めない女」という本を思い出しました。

概して男は、女性の話をちゃんと理解しなが

ら聞けないようなのです。特に女性同士の話

となると、話があっちこっちに飛ぶし、結論

出さないし「？？？」ばかりです。ところが、

女性たちはそれで十分通じている、コミュニ

ケーションが成り立っているんですよね。

　例えば、「ボーイスカウトのことを伺いた

い」というと、男の指導者は、スカウティン

グとはこういうものである。B-P という創始

者がいる。班制度と進歩制度があって・・・。

という説明を１つ１つ順番に始めるのです。

これは男性特有の「縦」の理論構造ですが、

お母さんが聞きたいことは、それもあるで

しょうけれど、お金はどれくらいかかるのか、

具体的にどんな活動をするのか、保護者はど

うかかわるのか、指導者はどんな人なのか・・・

と、同時並行型の情報提供なのですね。

　つまり、男性と女性それぞれからの単位時

間から得られる情報の量は、男性を１とする

と女性からは５〜 10 にも上るようなので

す。要するに男性からの情報では、欲しい情

報が全く足りないか、長時間話を聞き続けな

いといけないのです。しかも、同時並行型の

質問をされると、男性は付いていけず、結果

として女性は不満を持つそうです。

　であるのであれば、女性（お母さん）の望

む情報を無理なく提供でき、しかもそこに共

感までも生み出せる女性指導者が団のメッセ

ンジャーとして就いていれば、Win-Win の

関係になってめでたしめでたしとなるのでは

ないでしょうか。

　ある団で、スカウトを募集するに当たって

「PR 隊」として女性指導者やデンリーダー

を中心とした数人からなるチームを編成し

て、お母さんへの説明をしたところ、その年

からの入隊スカウト数が大幅に増えたとの実

績報告もありました。

　ボーイスカウトに子どもを入れるかどうか

の決定権をお母さんが握っているとすれば、

お母さんが満たせるられる同性の女性指導者

が団の相談窓口となることが、標準団への第

一歩となるのではないでしょうか？

　同様に、男性隊長の隊には、スカウトのお

母さん（それだけじゃなく女子スカウトも）

と隊長との架け橋となる女性指導者の存在が

必須ということになるのですね。　
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▪ 認知症サポーター養成講座とは　　　「認知症 ONLINE」より http://ninchisho-online.com

　いま、全国で盛り上がっている「認知症サポー

ターキャラバン」をご存知でしょうか？これは、

2015 年 1 月に厚生労働省が掲げた認知症対

策の国家戦略『新オレンジプラン』の施策のひ

とつ。認知症について、一人でも多くの国民が

認知症を正しく理解することで、認知症になっ

ても安心して暮らせるまちづくりを目指した

ものです。

　誰でも無料でなることができる「認知症サ

ポーター」に、あなたもチャレンジしてみませ

んか？　今回は、どうすればなれるのか、その

方法について解説しています！

■ 認知症サポーター養成講座」とは？
　認知症サポーターキャラバン認知症サポー

ターは、厚生労働省が推奨する「認知症サポー

ター養成講座」を受講した人なら誰でもなるこ

とができる、認知症の人やその家族の「応援

者」です。現在、日本にいる認知症サポーター

の数は、なんと約 623 万人（H27 年 6 月時

点）もいます。平成 17 年度から始まったこの

取組みですが、昨今、認知症への関心が高まっ

ていることもあり、受講者が急増しています。

　認知症サポーターになったからといって、な

にか特別なことをする必要はありません。認知

症について正しく理解し、偏見をもたないこと

で、認知症の人や家族に対して温かい目で見守

ることがミッションです。

　オレンジリング認知症サポーターになると、

「認知症の人を応援します」という意志を示す

目印として、オレンジリングが渡されます。リ

ングを身に着けていることで、「あ、あの人は

認知症の人のお手伝いができるんだな」と一目

でわかる場合があります。

■ どこで認知症サポーター養成講座を
　  受けられるの？
　認知症サポーター養成講座は、都道府県や市

区町村の社会福祉協議会が主催する事が多く、

区役所・市役所のサイトからや、チラシに問い

合わせる形で申し込めます。

　お住まいの地域で開かれていますので、ぜひ

一度、検索エンジンで、「お住まいの市区町村

　認知症サポーター養成講座」で調べてみてく

ださい。きっとすぐに、自治体のサイトの案内

にたどり着けると思います。

　開催者の 9 割は自治体ですが、他にも企業

やシンポジウムで主催されるケースもあり、開

催場所も

・市役所や区役所

・市民センター、区民センター

・地域の老人クラブ

・子ども会の集まり

・勤め先の企業

・小・中・高等の学校

のようにさまざまです。

　開催ペースは、毎月開催するところもあれば、

リクエストを受けて開催する形を取っている

ところもあったり、地域によって異なるようで

す。

■ 認知症サポーター養成講座の内容
　気になる認知症サポーター養成講座の中身

は、次のように構成されています。

●概要
　30 分程度の DVD 鑑賞と、基本テキストに

沿った講義で初歩的な知識を短時間で学びま

す。

　DVD 鑑賞では、「認知症サポートキャラバ

ン」の説明に始まり、「認知症とはどんなものか」

についての医師の解説、「認知症の人への良い

接し方、悪い接し方」について、映像で学びます。

また、講義では、中核症状が表れるしくみや、

周辺症状とそれに対する支援の仕方、予防につ

いての考え方、認知症の人と接するときの心構

え等を学ぶことができます。

　上記のような基本内容を押さえたうえで、受

講対象者に合わせて適宜調整されます。

●所要時間
　おおよそ 1 時間〜 1 時間 30 分が目安

▪ 社会的弱者（高年齢、障がい等）への支援＆理解活動

　今月は、ちょっと趣向を変えて「地域
貢献活動」について考えていきましょう。
　ボーイスカウトの社会奉仕活動という
と、まず思い浮かべるのが、地域の清掃
奉仕、寺社の清掃奉仕、いろいろな募金
活動、地域行事への奉仕などです。これ
らは主に対活動や班・キミの活動として
実施されているでしょう。
　今回は、スカウト達が制服を着ている
時はもちろん、そうじゃないときにもで

きる活動を紹介します。
　次に挙げることは、実は私たち指導者
も知らないことかもしれません。しかし、
スカウト達も含めてそれを知ることで、
いろいろな形で社会が温かくかつ豊かに
なることでしょう。そして、それを自分
の周りにいる人に知ってもらうこと、そ
れもボーイスカウトの社会に対する役割
なのではないでしょうか。
　ここに挙げた以外にも、知っているこ

とで、役立つことがたくさんあると思い
ます。それらの情報をお持ちの方は、是
非ともお知らせください。みんなで共有
しましょう。（連絡先は、県連ホームペー
ジ担当者メール、bsibaraki-hp@scout-
ib.net）
　来年度から導入される新進歩課程の細
目の候補になっているものもありますの
で、ぜひ団・隊の活動として取り組んで
いただければ幸いです。
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●受講料
　無料

●講師
　認知症サポーター養成講座と所定のキャラ

バン・メイト研修を受講した人

●認知症サポーターになったら、なにが
できる？
　認知症サポーターは、特別なことをする人

ではありませんが、地域や職場などでできる

ことはたくさんあると思います。認知症サポー

ターとしてできることの一例をご紹介します。

▪地域で・・・
例えば近所で、認知症と思われる人が道

に迷っていたり、立ちすくんでいる人がい

たら、「なにかお手伝いできることはありま

すか？」「どうされましたか？」と、ひとこ

えかけてみます。

具体的な支援はできなくても、歩み寄る

ことで「あなたの味方ですよ」というスタ

ンスを示すことで、ご本人を安心させるこ

とができます。

▪職場で・・・
もし、あなたが認知症の人と接する機会

の多い職場で働いているなら、職場でも活

かしてみましょう。実際に、スーパーやコ

ンビニの場合、認知症の人が来店されたら、

急かず、ご本人のペースでゆっくり買い物

を楽しんでもらうように「急かさない」職

員教育がされていたり、「認知症の人が安心

して買い物できる店」とすぐ分かるよう店

員の名札にバッジをつける、といった工夫

をされているお店もあります。

▪自宅で・・・
認知症の家族を介護している場合、ご近

所さんからスムーズに協力を得られやすい

ように、家族が認知症だということを予め

オープンに伝えておくことをおすすめしま

す。その際、認知症サポーター養成講座で

学んだ知識が前提にあることで、周りの人

に家族の症状を伝えやすくなりますし、ご

自身の気持ちの折り合いもつけやすくなり

ます。

さいごに

　ふだん生活をしている中で、認知症の基礎知

識を体系的に、しかも無料で教えてもらえる機

会というのはなかなかないものです。是非、こ

の機会にあなたも認知症サポーターの仲間に

加わってみませんか？すでに介護の現場で働

いている人や、認知症のご家族の面倒を見られ

ている方でも、改めて気付くポイントもありそ

うです！

　あなたは『ヘルプマーク』をご存知ですか？

　難病の方や、義足や人工関節を使用している

方など、外見からはわからないけれど周囲の

配慮を必要としている方のためのマークです。

■ 若いんだから席ゆずれ！
　現在は非公開になっていますが、Twitter で、

とある難病を抱えた若い女性の投稿が話題に

なりました。

　ヘルプマークを携帯した彼女が電車のシー

トに座っていると、3 人の老人から心無い言

葉を浴びせられたのです。

　若いんだから席を譲れ！

　どうやら、若い女性がシートに座っていた

のが気に入らなかった様子。

▪ 知ってほしい『ヘルプマーク』　　facebook「grape」より http://grapee.jp/159901

　女性が「このマークを知っていますか？」と

ヘルプマークを見せたところ、「知らない、と

にかく譲れ」の一点張り。ヘルプマークの説明

をしても「そんな新しいものは知らない」と、

周りの人からも理解を得られなかったそうで

す。

　ヘルプマークが認知されていない現実が、よ

くわかる出来事ですね。

■ もっと知ってほしいな
　ヘルプマークは 8 万個以上交付されている

そう。周りの人に知ってほしいと願う声が多数

上がっています。

■ 再度の認知拡大を

　ヘルプマークは東京福祉保健局が 2012 年

から配布を開始。東京都営地下鉄の各駅や都営

バスの営業所で扱っており、優先席や駅のホー

ムドアへのステッカー表示も始まりました。

　2016 年 3 月 29 日現在では東京でしか配

布されていないようですが、これから京都、青

森、徳島などでも導入予定になっているそうで

す。

　「知らなかったんだから仕方ない」ではなく、

みんなが知っていこうとすることが大切です

よね。

　一見しただけではわからない辛さを抱えて

いる方は、多くいらっしゃいます。もしこのマー

クを見かけたら、ぜひ席を譲ってあげてくださ

い。その優しさによって、また一歩、よりよい

社会に近づくのではないでしょうか。

　私たち茨城の住民も、東京に出かける機会は

多いと思います。もし、この「ヘルプマーク」

を知っていれば、スカウトとして何をすればよ

いのかを、迷わずすることができますね。
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　街中でよく見かけるこのマーク。皆さんは

このマークの本当の意味を知っていますか？

このマークの正しい認識がなされていないこ

とで、悲しい思い、怖い思いをした妊婦さん

たちがいます。

■ 「社会のルールを守れ！」とエレベー
　ターまで乗り込んできた男性
　ある妊婦さんがスーパーに買い物へ行った

時、優先駐車場に駐車し店内へ入ろうとした

ところ、「そこは身体者用だ、社会のルールを

守れ！」と男性客に怒鳴られる出来事があり

ました。

　この妊婦さんは妊娠８ヶ月で、大きなお腹

は一目見ても分かるほど。切迫早産（早産の

一歩手前）気味で、日常生活への配慮が必要

な体でした。

　男性客に妊娠中だとを伝えても引き下がら

ず、なんとエレベーターまで乗り込んできた

というのです…。

■ 優先駐車場を利用できる人
　車椅子のマークが付いている優先駐車場は、

身体障害者（知的障害者・精神障害者・発達

障害者を含む、すべての障害者）のほかにも、

◦高齢者

◦妊婦

◦けが人

▪ このマークの本当の意味　　facebook「grape」より http://grapee.jp/109108

などの人たちが移動をする際に、安全性や利便

性を向上することを目的として設置されてい

ます。

　この優先駐車場を本当に必要な人がどう

いった人なのかを、正しく認識していないこと

が上記のような出来事に繋がったようです。

　他にもこんな出来事が。

■ 見ず知らずの人に「人間のくず」呼ば
　わり
　これは２０１５年３月、茨城県筑西市で起

こった出来事です。

　ショッピングセンターへ買い物に来た妊婦

さん。駐車場が空いていなかったので、入り口

に近い車椅子マークの駐車場に駐車しました。

　バックミラーの見やすい所には、筑西市で許

可された「いばらき身障者用駐車場利用証」を

ぶら下げて。

　そして買い物から戻ると、車に一枚の手紙が

はさまっていました。その手紙はこのような内

容でした。

　みんな見てるよ。どこでも見られてるよ。

　障害者でも、お年寄りでもないのに、障害者

マークを車に付け、障害者専用駐車場に車を止

める。

　これは、人間のくずがやること。

　今、大切に抱いている赤ちゃんがそれを知っ

たらどんなに悲しむか…自分の母親が低レベ

ルな人間だととても悲しむでしょう。

　こんなことをして恥ずかしくないですか？

となりの「連れ」にも同じことを言ってやれ。

　みんな見てるよ。どこでも見られてるよ。

　利用証を見やすい場所に付けていたにも関

わらず、一方的に文句を送りつけられてしまっ

た妊婦さん。

　「恥ずかしい」のはどちらの方なのでしょう

か…。

■ パーキングパーミット制度
　この妊婦さんが付けていた利用許可証は、

パーキングパーミット制度で交付してもらっ

たもの。

　パーキングパーミット制度は、優先駐車場利

用する際、県や市から利用許可証を発行しても

らう制度。現在、30 府県 2 市で導入してい

ます。

　各地方自治体によって制度名は異なります

が、対象者（各地方自治体によって違います）

は、県庁や市町村役場で申請をすることで交付

してもらえます。（郵送でも申請できる所もあ

ります。）

　この制度を日本で初めて導入した佐賀県で

は、妊産婦は妊娠７ヶ月から産後３ヶ月が対象

です。

　妊婦さんは子供の命を守りながら生活して

います。重い荷物を持ったり、長く歩いて負担

がかからないようにすることは母親として当

然の配慮。

　また、妊娠後期はお腹が大きくなるので、ド

アを開ける時に隣の車に当たってしまいそう

になることもあるそうです。

　悲しい思いをする人々がこれ以上増えない

よう、車椅子マークの本当の意味をより多くの

人が認識し、理解する心が必要なのかもしれま

せん。

　この夏、7 月 30 日（土）から８月２日（火）

にかけて、第１９回茨城県キャンポリーが実施

されます。既に実施要項や参加者募集案内は各

団に送られていますが、県連ホームページにも

19IC の特設サイトがオープンしました。

　文書では送れないいろいろな情報が掲載さ

れています。参加者はもちろん団関係者、保護

者の皆さんは是非ご覧ください。

　県連ホームページのトップ画面から入れま

す。

http://www.scout-ib.net/

▪ 第１９回茨城県キャンポリー (19IC) の特設サイト・オープン
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▪ 平成２８年度県連人事

　去る５月 22 日（日）に平成２８年度県連年次総会

が開かれました。今年は県連役員改選の年であり、

下記の役員構成となりました。

【県連役員関係】
名誉連盟長 橋本　　昌　（茨城県知事）

連盟長 關　　正夫

副連盟長 山田　隆士

 竹本　俊一

理事長 八木　雄二

副理事長 河合　敏行

 高橋　輝明

 宮田　俊晴

地区代表理事 若林　新一（第１地区）

 友部　昭男（第２地区）

 小坂　　浩（第３地区）

 平澤　正則（第４地区）

 吉田　　誠（第５地区）

 高橋　正一（第６地区）

学識経験理事 八木　雄二

 吉川　　勲

 池田　　正

 高橋　輝明（指導者養成委員長）

 八城　貞子（事務局長）

 河合　敏行（総務委員長）

 宮田　俊晴（プログラム委員長）

 海老原　学

 寺内　義與

 小室　博俊

名誉会議議員 小野　勝久（第１地区）

 津久井一茂（第２地区）

 中川しん郎（第３地区）

 八城　健彰（第４地区）

 菅原　英幸（第５地区）

 若生　悦男（第６地区）

監　事　　　　　　　冨田　光紀

 戸舘　善敬

【県連名誉役員】
長老 橋本千代寿

先達 佐野　英樹

顧問 坂本　秀雄

参与 久保田銑十郎

 武田　秀夫

 久保　勝男

 柏原　公子

 千野　欣重

 白石　陽一

 三浦　　勉

 石塚　正夫

 吉永　行輝

 井澤　俊雄

【コミッショナー】
県連盟コミッショナー 中島　清行

県連盟副コミッショナー 杉浦　一弘

 若林　正則

 関原　仁美

 郡司美津江

 地区コミッショナー

　第１地区 正 磯貝　守男

 副・団 熊谷　　勲

 副・団 平山　貴靖

　第２地区 正 関原　仁美

 副 鈴木　義之

 副 小鹿　拓良

 団 吉川　　勲

 団 伊澤　清実

　第３地区 正 本橋　成規

 副 若林　正則

 副・団 大月　健人

 副・団 小島　利夫

　第４地区 正 工藤　国子

 団 八城　貞子

　第５地区 正 菊地　　永

 副 生田目元典

 副・団 村田　隆浩

 副 郡司美津江

 副 小峰　　茂

 副 吉田　理佐

　第６地区 正 西嶋由貴子

 副・団 杉浦　一弘

 副 種田　嗣大

【トレーニングチーム】
ディレクター 村田　隆浩

副ディレクター 鈴木　義之

（日本連盟トレーニングチーム兼務）

リーダートレーナー 中島　清行

 吉川　　勲

 宮田　俊晴

 伊澤　清実

副リーダートレーナー 海老原　学

 村田　隆浩

 木名瀬智子

 冨田　弘司

 高須　泰治

 関原　仁美

 杉浦　一弘

 生田目元典

 鈴木　義之

 若林　正則

（茨城県連盟トレーニングチーム員） 

 河合　敏行

 工藤　国子

 西嶋由貴子

 小峰　　茂

 大月　健人

 菊地　　永

 郡司美津江

 吉田　理佐

 熊谷　　勲

 平山　貴靖

 本橋　成規

 種田　嗣大


